
『大きく伸びよう』 ２学期 

 酷暑の中でしたが、ご家族で、たくさんの思い出ができたことと思います。まだ

まだ暑さが残りますが、エネルギーを蓄えて元気いっぱいの子どもたちと新学

期をしっかり過ごしていきます。 

 さて、２学期の授業日数は７６日です。校外学習、運動会、修学旅行など、行

事も多く予定しています。子どもたち一人一人が主体的に学び、自分を伸長さ 

せることができるよう、安心安全を第一に、指導に当たってまいりますので、引き続き、

皆様のご協力をお願いいたします。 

 

夏休み中の取組  ７月２５日(金) 学校保健委員会  
 学校医・学校薬剤師の皆様、学校保健委員の皆様にお集まりいただき、有意義な会となりました。校

医の先生からの指導助言や、参加いただいた保護者の方のご意見等をもとに、鳥之郷小学校の健康

教育がさらに充実したものになるよう取り組んでいきます。 

   

 ８月１日(金) 太田地区いじめ防止フォーラム 
 毎年、小・中・高校の縦の繋がりを大切にした「いじめ防止フォーラム」が開催されています。これは全

県下（１２地区）での取組です。今年度の共通テーマは「あなたと私が認め合ってつくる未来～かけがえ

のない友達と自分を思いやり、私たちが考える責任ある行動～」です。太田地区の会場にて行われた

意見交換に、鳥小児童会からも６年生の代表児童１名が、参加してきました。友達も自分も大切にする

ために責任ある行動とは何かを考えて生活していきたいと思います。  

  

 ８月２１日(木) 鳥之郷小学校 登校日 
  久しぶりにランドセルを背負い、体つきが少し大きくなった子どもたちが登校してきました。朝の児童

玄関前『おはよう広場』には、玄関が開く定時を待つ子どもたちのきれいな列ができ、心なしかその集

まりも早かった様子です。楽しかった出来事を口々に語りつつ、担任や友達との再会を喜びました。 

夏休み明けの子どもの「変化」に敏感に 
 長い夏休みの後は、家庭と学校とでの生活のリズムの違いから心身のバランスを崩す子どもが増え

ると言われています。 

 少しでも早く、学校生活のリズムを取り戻せるよう、子どもたちの様子を丁寧に見ていきますが、ご

家庭でもお子さんの様子に心配な変化が見られる、学校に知らせておくべきか迷う等のことがあれ

ば、遠慮なくお知らせください。２学期も、ご家庭と連携を図りながら、子どもたちの小さな「変化」を見

逃がさないようにしていきたいと考えています。また、国や県からも、「こどもが相談しやすい環境づく

りに向けた取組みについて」周知するよう通知が来ています。一部を紹介します。 
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【お知らせ】 学校以外にも相談窓口があります。 

１ 文部科学省の取組 「２４時間子供SOSダイヤル」 文科省HPから入れます。 
２ こども家庭庁の取組 「こどもまんなか」 こども家庭庁HPから入れます。 
                        各種SNS等に公式アカウントもあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 群馬県の取組 県教育委員会HPに相談窓口一覧があります。 
例： 「こころのオンライン相談＠ぐんま」 LINEでお友だち登録できます。 

 

  交通事故０ を目指して 

  交通安全について、引き続き、注意喚起をしていきます。おうちでの声がけも『何度で 

も・しつこい程に』よろしくお願いいたします。 

●自転車やヘルメットが体に合っているか 

●ライトやベルが適切についているか など、改めての点検を。 

声に出して（心の声でもOK）確認する習慣が大切とされています。 

『誰も見ていなくても』ルールを守って通行できる子 ＝ 自分の命を自分で守れる子』 
  そんな克己心のある子でいてほしいですね。"気を付け過ぎる”ということはありません。

交通弱者である児童の安全確保のため、引き続きご支援ください。 

  

★本年度より太田警察署が、自転車の安全な乗り方優秀者への表彰事業「自転車グリーン 

カードプロジェクト」をはじめました。 

  中高生が中心かと思いますが、警察官や交通指導員が、安全配慮のできた良い自転車の 

乗り方をしている児童生徒に、グリーンカードをくれるそうです。３枚たまると表彰状 

が出されるとのことですので、カードをもらったら、学校（担任）へ持たせてください。  

  〈安全配慮ありの自転車乗車〉 

・ヘルメットの着用 

  ・歩道を走行中、歩行者のために降車・徐行 

  ・一時停止の設置有無にかかわらず安全確認 

  ・自転車を押して横断歩道を横断 

  ・その他（自転車ﾏﾅｰｱｯﾌﾟに関する施策に参加 等） 

子ども自身が操作で

きる、たくさんのコン

テンツがあります。 

ここに 

「相談窓口をさがす」

もあります。 


